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（博士論文審査の結果の要旨） 
本論文は主に，抗菌性のあるナノファイバーの開発および機能評価を行ったものである． 

 第 1 章では，過去の例から電界紡糸ナノファイバーが従来よりも高い抗菌性を持つことについ
て述べている．また，この結果から，電界紡糸ナノファイバーが，創傷被覆材やドラッグデリバ
リーシステム，マスクフィルタなど幅広い分野での応用に適していることを示している． 
 第 2 章では，ポリアクリロニトリル（PAN）と酸化銅（CuO）を組み合わせたナノファイバーの
抗菌ブレスマスクフィルタへの応用の可能性について論じている．作製されたナノファイバーに
ついて通気性試験を行った結果，CuO ナノ粒子の添加が通気性の向上をもたらしたことを示して
いる．またディスク拡散法を用いた抗菌試験でも良好な結果が得られたことや，その他の試験結
果から，抗菌ブレスマスク用途として優れていることを示唆した． 
 第 3 章では，ゴーヤの抽出物であるモモルディカ・チャランティア（MC）と生体適合性ポリマ
ーであるポリビニルアルコール（PVA）を組み合わせた抗菌性ナノファイバーの作製および機能評
価について論じている．抗菌試験を行った結果，MC の添加量が増加するに応じて優れた抗菌特性
が得られたことを示している．また，細胞毒性試験からは，MC を加えることによって細胞が増加
していることを結論付けている．加えて，形態学的観点から 40%の MC を担持させたナノファイバ
ーを推奨している．これらの結果から，MC 抽出物が創傷被覆材の材料として適していることを明
らかにした． 
 第 4 章では，PAN ナノファイバーマット上に銀スルファジアジン（AgSD）を浸漬法により自己合
成させる方法について述べ，抗菌性や機械的特性を従来の方法で作製された PAN/AgSD ナノファイ
バーとの比較を行っている．抗菌試験では浸漬法により作製された PAN/AgSD ナノファイバーが従
来のナノファイバーに比べて優れているという結果を示した．また XPS 分析では，浸漬法により
作製されたナノファイバーにおいて，AgSD に由来する銀（Ag）と硫黄（S）のピーク強度が従来の
ナノファイバーよりも高いという結果が得られた．この結果から，より多くの AgSD が添加できて
いることを示し，抗菌試験に影響を与えていることについても論じている．加えて引張試験を行
った結果，浸漬法により作製されたナノファイバーが優れた機械的安定性を持つことを明らかに
した．以上の結果から浸漬法により作製された PAN/AgSD ナノファイバーマットが従来のものより
も優れていることを示した点は学術的な意義がある． 
 第 5 章では，親水性ポリマーであるカルボキシメチルセルロース（CMC），PVA およびポリビニ
ルピロリドン（PVP）を混合させて作製されたナノファイバーについて評価し，ポリマーの最適な
濃度比を示している．親水性試験では，CMC を付加することで親水性が増加することを示し，CMC
の担持によって，疎水性材料に親水性を付与できる可能性について示唆している．また，SEM によ
る形態観察では，12wt％の PVP を含んだナノファイバーが非常に均一で滑らかな形態を持つこと
を明らかにした． 
本論文は，医療分野への応用が期待できる複数のナノファイバーを作製し，評価を行っている．
いずれもの論文も新規性のある研究であり，学術的な意義を有している．中でも浸漬法によりナ
ノファイバーへ AgSD の添加を成功させたことに加え，それが従来のものに比べ，様々な点で優れ
ていることを示したことは，他の研究者だけでなく，産業界にも貢献できる成果である．以上の
事から，本論文は学位論文として十分に認められるものであると判断した． 
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